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１．委員の指摘及び提言概要 

環境省の「地方公共団体環境部局における化学物質に係る災害・事故対応マニュアル策定の手引

き」に研究成果が反映されていること、川崎市環境局のガイドライン作成に貢献していることにつ

いて大いに評価できる。戦略研究との連携も進められているようであり、十分な成果が上がったも

のと判断される。一方で、サブテーマ間の連携に関する説明がよくわからなかった。想定するべき

災害や事故も極めて多様であることを考えれば、社会基盤を担うさまざまな部局との横断的な取り

組みを含めた成果の利用を今後期待したい。また、化学物質の流出とその影響リスクに関して、市

民に対してどの程度わかりやすい形で情報公開がなされるのか興味がもたれる。 

 

２．採点結果 
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